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ジョン ･ノル ト､デニス ･ロハティン 『マグロウヒル大学演習 現代論理学 (Ⅰ)』加地
大介訳､オーム社､1995














たりは従来の ｢論理学｣への橋渡しとなり､最後の ｢議論を作る｣は､レポー ト作成や論
文執筆の基礎を養成するであろう｡



















E.B.ゼックミスタ IJ.E.ジョンソン､(訳)宮元博幸 ･道田泰司 ･谷口高士 .菊池聡 『クリ
ティカルシンキング (入門篇)』 ､北大路書房 ､1996
E.B.ゼックミスタ ･J.E.ジョンソン､(釈)宮元博幸 ･遠田泰司･谷口高士 ･菊池聡 『クリ
ティカルシンキング (実践篇)』 ､北大路書房 ､1997
心理学者の書いたクリティカル ･シンキングの本O原書は-冊の本であり､内容もつな
がっている｡個人が日常生活で直面する問題に役立つ ｢思考の原則｣を使ってクリティカ













グロービス ･マネジメント･インスティテュー ト『MBAクリティカル ･シンキング』ダ
イヤモンド社､2001年
クリティカル ･シンキングを ｢ビジネスパーソンが仕事を進めていくうえで役立っよう
に｣という観点でまとめた本｡論理展開の基礎､思考の落とし穴､因果関係の把握､構造
化など､ビジネスに役立っように整理され図示されている｡理論的には少々物足りないが､
実践的で分かりやすいものと言える｡練習問題も実際のビジネスに関係したものが多く､
経済学部などでクリティカル ･シンキングを教える際には参考になるI,
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渡辺 パコ 『論理力を鍛えるトレーニングブック』かんきビジネス道場､2001年
グロービス･マネジメント･スクールの講師が書いた､ビジネスの基礎体力となる論理
思考を鍛える本｡演習が多く､受講生の答えに対して筆者が講評するという形で､読みや
すく分かりやすい｡あまり厳密とは言えない所もあり､説明がまずい点もあるが､ビジネ
スの現場で実践的には役立ちそう｡具体的な課題の分析はなかなか興味深い｡
<その他>
足立幸男 『議論の論理一民主主義と議論』木鐸社､1984
政治哲学者の手による､議論による合意形成の意義とノウ-ウを教えるための教科書｡)
民主的問題解決のために市民として最低限､体得すべきものという著者の政治哲学者とし
ての問題意識が随所に感じられる｡古典的な議論の分析から著者独自の理論まで､具体的
な問題を背景にして展開される｡最後の章は､その理論を用いた中絶論争の分析であり､
これも興味深い｡出版年度が古いのが残念だが､巻末参考文献表も参考になる｡
香西秀信 『反論の技術-その意義と訓練方法』明治図書出版､1995
議論の能力を高めるためには､反論の技術を身につければ十分であるという筆者が､反
論の自修法と訓練法を解説した本｡筆者によれば､意見を述べるとは先行する意見に対す
る異見であり､反論は議論の一要素ではなく議論の本質なのである｡反論は､主張と根拠
を確認し､議論を吟味することであり､論理的に､クリティカルに考えることにつながる｡
クリティカル ･シンキング-の-つのアプローチとして考えると非常に興味深いO『議論
の技を学ぶ論法集』明治図書出版､1996､『修辞的思考-論理でとらえきれぬもの』明治
図書出版､1998も参考になる｡より手軽に読める新書版も出ている｡『論争と ｢論弁｣-
レトリックのための弁明』丸善ライブラリー ､1999『議論術速成法一新しい トビカ』ちく
ま新書 ､2000
小野田博一 『論理的に考える方法一判断力がアップし本質-の筋道が読める』日本実業出
版社､1998
論理的に考えるための､すぐに役立っ助言集に近いものを目指した本Qハウツー本のよ
うだが､｢議論｣argumentを基づき､基本的なところはしっかりおさえてある｡日本人の
論じ方の欠陥をあげながら実践的な処方等を示しているところは参考になる｡『論理的に
話す方法一説得力が倍増するワークブック』日本実業出版社､1996､『論理的に書く方法
一説得力ある文章表現が身につく』日本実業出版社､1997などの姉妹編もある｡
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